
 

令和６年度 第３回長岡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時 
 令和６年12月４日（水）午後３時30分から午後４時50分まで 

（協議会終了後、通信指令デモンストレーション視察） 

開催場所  長岡警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数15人）
 

 

田中（康）会長  酒井副会長 

石曽根委員   片野委員    葛綿委員 

近藤委員   佐藤（央）委員 佐藤委員 

須栗委員   田中委員    番場委員 

丸山委員   吉住委員 
            

（会長・副会長以下50音順）
 

計13人 

警   察
 

小森署長      庭野副署長   

田地域官     本間刑事官 

中村生活安全課長  小林交通課長 

山崎警備課長 

計７人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年10月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 特殊詐欺防止対策の強化（継続） 

(1) 犯人からの電話を受けない対策 

 ・ 各種会議や講習等における広報活動 

 ・ 年金支給日の被害防止広報 

 ・ イベント会場における広報活動 

(2) だまされないための対策 

 ・ バス車内、ケーブルテレビ等における広報活動の継続実施 

(3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

・ 管内金融機関に対する講和・訓練の継続実施 

(4) 未然防止に貢献した金融機関等への感謝状の授与等を実施 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙（継続） 

 (1) 重要犯罪・重要窃盗犯罪対策の強化（継続） 

・ 殺人未遂事件被疑者の検挙 

・ 窃盗常習者による連続侵入窃盗事件の検挙 



 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化（継続） 

・ 暴力団組長らによる銀行法事件の検挙 

３ 交通事故防止対策の推進（継続） 

 (1) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進（継続） 

・ 街頭指導所における交通事故防止広報の実施 

・ 商業施設における高齢者を対象にした交通事故防止広報（チラシ配布）の実施 

 (2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進（継続） 

・ 管内保育園の園児に対する企業と連携した交通安全教室の開催 

 (3) 高齢者事故防止対策 

  ・ 高齢者交通事故防止を目的とした啓発大使任命式の実施 

  ・ 孫世代による反射材普及活動の実施 

  ・ 高齢運転者を対象とした見え方教室の開催 

  ・ 補償運転啓発活動 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 特殊詐欺防止対策の強化（抑止３本柱対策の推進） 

 (1) 犯人からの電話を受けない対策 

 (2) だまされないための対策 

 (3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙活動の強化 

 (1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化 

３ 交通事故防止対策の推進 

 (1) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進 

答申 

質疑の後、長岡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ その他の意見等 

 (1) 特殊詐欺１回の被害額はどれくらいになるのか 

〇 被害額は、数万円からあり、何回も騙され続け、気付いた時には被害額が高額

になったという場合など千差万別です。 

 (2) 今回の協議会で、ラジオ放送されている特殊詐欺被害防止広報を聞かせてもら

ったが、高齢者が車両運転時に車内でよく聞いているという話も耳にしている。 

非常に良い施策なので継続して欲しい。 

  〇 特殊詐欺被害防止のため継続したいと思います。 

  (3) 闇バイトでは、指示役から脅されて犯罪を行う人もいると聞いているが、それら

犯罪実行者を留めるための対策が取られるという話があると聞いた。 



闇バイトに手を染めた人を助けるために、警察はどこまで踏み込んだ対策をや

るのか。やるなら全力を持って取り組んで欲しい。 

  〇 警察庁から、助けを求めた相手は保護し、本人や家族の安全に万全を期すこと

と指示が出ています。実際にそのような事案があれば、万全の対応をしたいと考

えます。 

  (4) 知り合いから、着物などを売って欲しいと電話の後、業者が訪ねて来たので対応

し、少し席を外した隙に品物が無くなっていたという話を聞いた。 

このような場合に注意すべきことを教えて欲しい。 

  〇 基本は、知らない業者は家に入れないことです。 

都内で発生している闇バイトグループによる犯行は、あらかじめ犯行に及ぶ

家を指示していることから、実行役とは別に名簿作成グループや、資産状況、家

の間取りや金庫の場所などを調査するグループがいるものと思われます。それ

らが委員お話の業者であるかも知れませんので注意をお願いします。 

 (5) 自転車の罰則が強化されたと聞いたが、警察における取締りや啓発活動はどの

ようなことをするのか。 

  〇 罰則強化に伴いこれまでに２件の酒気帯び運転を検挙しています。 

呼気にアルコールが一定基準以上あれば処罰の対象となり、取締りに力を入

れております。 

また、自転車のヘルメット着用率向上のため県警ホームページやユーチュー

ブにヘルメットに豆腐を入れて地面に落とす場合と、豆腐のみを落とす比較動

画を配信しヘルメット着用の重要性を啓発しています。 

 (6) 来春にバス会社が路線の見直しを検討しているとのことで、学校でも通学路等 

を見直す予定でいる。変更に伴い警察から交通安全指導をお願いしたい。 

  〇 生徒の交通事故防止のため協力してまいります。 

 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故発生実態に合わせ、令和７年１月から３月の３か月間、市街

地は交差点関連取締り、飲酒運転等の悪質交通違反取締りを重点的に実施する旨の指

針が示され、了承した。 

その他  

      協議会の状況        通信指令デモンストレーション視察状況 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 



 


